
浜におけるホテルの歴史は、まさに我が
国の都市開発の歴史と重ね合わせてみる

ことができる。1860年に日本最初のホテルとい
われる「横浜ホテル」が開業、その後関東大震災
により横浜全体が壊滅的なダメージを受けるこ
とになるが、「ホテルニューグランド（1927−）」
が震災復興のシンボルとして開業する。終戦後

「関内・伊勢佐木町エリア」と「横浜駅周辺」の
ふたつに分かれてしまった横浜の中心性をつなげ
るとともに、東京の近郊都市としてではなく、自
立した都市として生まれ変わるために計画された
のが1983年着工の「横浜みなとみらい21」だっ
た。これに合わせ、開発を象徴するランドマーク
タワーの「横浜ロイヤルパークホテル（1993−）」
や「ヨコハマグランドインターコンチネンタルホ
テル（1991−）」が開業する。そして約40年にわ
たり続いてきた「みなとみらい21都市開発」の
一旦の完成と捉えられているのが、国内最大級の
複合MICE施設であるパシフィコ横浜の新館であ
る「ノース」と「ザ・カハラ・ホテル&リゾート 
横浜」が形成する20街区の開発である。このよ
うに見ていくと、時代を象徴するホテルが都市の
あゆみをよく表しているのがわかる。
さて、このような文脈に位置づけられる今回の

「ザ・カハラ・ホテル&リゾート 横浜」であるが、
まず特徴的なのはその外観である。建築の形態の

横

「ザ・カハラ・ホテル＆リゾート横浜」、
そのデザインから考察する未来への深い思い

第 5 回

「みなとみらい 21」計画の真打の役割も担う「ザ・カハラ・ホテル＆リゾート横浜」。
斬新な建築デザインの奥には、ハワイ、そして横浜の未来を思う意味が隠されている。

- 1/3 -

コンセプトは寄せては返す波打ち際を意味する
「汀（みぎわ）」であるという。建物単体の形態だ
けではなくエリア一帯の連続性が織りなす群造形
を重視するみなとみらい開発においては、横浜市
だけでなく、みなとみらい進出企業で構成される
一般社団法人横浜みなとみらい21や、横浜市景
観アドバイザーである横浜国立大学の教授も交え
て、何度も議論を重ねてデザインをブラッシュ
アップしたという。大胆な曲線を用いた海側の立
面は地上から見上げても壮観で印象的である。
さらに白を基調としたインターコンチネンタルホ
テルからの連続からみても、青みを強調したガラ
スファサードを採用したのは野心的であるとい
え、協議に相当な時間と労力を要したのがうかが

「ザ・カハラ・ホテル＆リゾート 横浜」の特徴的な外観。エレガント
に弧を描く青いガラスファサードは、今後長きにわたって横浜「みな
とみらい地区」のシンボルマークとなることだろう。
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える。今回建築設計からインテリアデザインまで
を一貫して担っている株式会社観光企画設計社の
取締役常務執行役員であり、本プロジェクトのデ
ザインを統括する清野修平氏にお話をうかがっ
た。実は清野氏は横浜生まれ。

「タワーの鼻先はインターコンチネンタルホテル
の帆形（凸状）と対比をなす波形（凹状）として
クイーン軸・キング軸先端の地区群景観を形成し
て欲しいという事業主の意向を受け、横浜インバ
ウンド行政のMICE国際ホテルとして国際的な著
名度の高い葛飾北斎の、“富
嶽三十六景”の神奈川沖裏
の浮世絵の構図に見立てま
した。幾重にも重なる神奈
川沖の荒波をタワー外観、対照的に静かな汀を水
盤で表現しました」
清野氏は語ってくれた。大胆な発想はこれまでの
みなとみらいの変遷を見守ってきた清野氏ならで
はの応答によるものであった。
続いて内部を見ていきたい。インテリアデザイン
を担当する同社のプリンシパルデザイナー青柳亮
氏と、デザインディレクター五島槇子氏にも話を
伺った。インテリアのデザインコンセプトは「ク
リスタルモダン」。きらめきを伴ったクリスタル
のコンセプトは、海の輝きや透明感をとらえたも
のであるという。多くの多面体がモチーフとして
用いられ、光を複雑に反射するフラクタル（自己
相似形）なインテリアはきらびやかでありつつ、
エレガントな印象を与える。一方で本家であるハ
ワイ「ザ・カハラ・ホテル＆リゾート」のファン
にとっては、ハワイのイメージを期待する向きも
あるかもしれない。しかしここではあえて「表層
的なハワイの模倣」は周到に回避されている。た
とえばロビー空間。ハワイでは開放的で内外の隔
たりを感じさせないシンプルで無機的な柱梁によ
るスケルトン建築の中に、ホテルの象徴でもある
クラフト感あふれるベネチアンガラスに彩られた
シャンデリアが配置されるという空間構成であ
るのに対して、横浜では高さ5mの窓面でダイナ

ミックなパノラマビューを演出するシャープな空
間に、波をイメージした有機的な形態のクリスタ
ルビーズシャンデリアを配置する形で応えてい
る。シャンデリアとその下に配置されたシーティ
ングセットという空間構成も継承しつつ、意匠は
横浜独自のコンセプトに基づいてつくられたとい
う。また、シャンデリアの素材を壁面の燭台など、
他の要素にも転用させる手法も継承しており、横
浜ではシャンデリアのクリスタルビーズはエント
ランスホールのブラケットライトとして用いられ

ている。このように、あえ
て「表層的なハワイ」では
なく、ハワイの「ザ・カハ
ラ・ホテル＆リゾート」の

空間を形式付ける「型」を読み取り、その本質を
継承するというコンセプトに至っている。一方で、
ハワイ特産の木材であるハワイアンコアをモチー
フとした温かみのあるラウンジ＆バー天井の仕上
げや、民族的なタトゥーやハワイアンキルトに用
いられるトライバル文様を意識した幾何学的なロ
ビー天井のデザインなど、隠されたハワイへの伏
線も忍ばせている。開港の時から異文化を受け入
れて来た文化をもつ横浜だからこそ、新たな融合
に挑戦する場としてふさわしいと言える。客室イ
ンテリアは広々と落ち着きのあるデザインに仕立
てられているが、特に窓から眺める夜景は格別で、
ベイブリッジを中心とした横浜湾岸が一望できる
贅沢を味わえるだろう。共用部も圧巻の充実ぶり
で、地上階に面した巨大な水盤はインドアプール
やアウトドアプールデッキと相まって海との圧倒

ハワイへの憧憬が、
意外な部分に見え隠れ

ハワイ「ザ・カハラ・ホテル＆リゾート」のロビー空間（左）と、横
浜のロビー天井に応用された、ハワイアンキルトに似た幾何学模様。
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過去を考えることも大切。
しかし視線の先には未来がある

的な一体感を享受できる。
さて、海といえば「ザ・カハラ・ホテル&リゾー
ト 横浜」を訪れる際は、横浜駅からタクシーで
向かうか、新高島駅からキング軸のペデストリア
ンデッキを歩いていくかが大半かと思われるが、
あえて海からのアプローチもお薦めしたい。それ
は海上交通である「シーバス」。その乗り場は横
浜駅東口からベイクォーターまで数分歩いた場所
にある。そこから10分でホテル最寄り乗り場で
ある「ぷかり桟橋」に到着する。さらに臨港パー
クを通っていくと、海側か
らホテルの特徴的な外観が
特別な高揚感とともにゲス
トを迎えてくれる。赤レン
ガ倉庫や山下公園へもこのシーバスで行くことが
できるので、市内観光のきっかけとしても利用価
値が高い。近年ではこれに加えて、羽田空港から
船で横浜にアプローチする海上交通も整備されは
じめている。現在はまだ日曜日の一便だけだが、
羽田空港船着場から横浜「ぷかり桟橋」までを結
ぶ定期便が2014年から運行を開始しており、今
後はさらに拡充されることだろう。
このように「ザ・カハラ・ホテル＆リゾート横浜」
は、施設としての充実は申し分ないが、前述の清
野氏の目線はさらに壮大なものであった。「横浜
の歴史は開港まで遡れば約160年。長い歴史とも

思えますが、これからの160年を考えていかなけ
ればならない。160年後に振り返れば、「ザ・カハラ・
ホテル＆リゾート横浜」こそ、新しい横浜のルー
ツであったということさえあり得ると思っていま
す」。そう言われてみると、キング軸と言われる
みなとみらい地区の主軸の突端に位置し、「みな
とみらい一丁目一番地」という住所をその名に冠
するこの場所は、V字型にひろがる横浜港のちょ
うど喉元に位置する。100年単位の時間軸で考え
てみれば、この地域を中心とした新たな横浜の可

能性は現在の我々が想像で
きる姿をはるかに超えたも
のであるに違いない。
これまでの歴史に敬意と尊

敬を抱きながら、延々と続く未来に対する「始点」
としての責任を込めるという意味では、「ザ・カ
ハラ」の名を冠する名誉を誇りにしつつ、気負い
すぎることなく「ザ・カハラ・ホテル＆リゾート 
横浜」とともにこれからの新たな横浜を見せても
らいたいと期待したい。その世界レベルのコン
シェルジュサービスとともに、横浜のホテル史に
新たな時代を導いてくれるだろう。
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し、株式会社「HAGI STUDIO」代表取締役。一般社団法人「日本ま
ちやど協会」代表理事を務める。東京藝術大学建築科非常勤講師。

「ザ・カハラ・ホテル＆リゾー
ト 横浜」のエントランスロ
ビー。都会的でシャープな印
象を与えるが、随所に本国ハ
ワイへのオマージュを込めた
意匠が隠されており、ストー
リー性にも満ちたエレガンス
をこの空間が体現している。


